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話の流れ

・そもそも自転車とは？

・プロドライバーの意識

・自転車運転者の意識
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・自転車運転者の意識

・人は危ないことをなぜ行うのか？

・人の注意力とは、どのようなものか？

・自転車運転者の声



そもそも自転車とは？

・自転車の種類

・自転車のスピード
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・自転車のスピード

・自転車に関する交通ルール



自転車の種類・スピード

一般的に通勤や通学に使われる自転車

（シティ車・ママチャリ）

時速：おおよそ10～15km/時
（おおよそ15秒で50m進む）
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（おおよそ15秒で50m進む）

スポーツタイプや若者を

中心とした猛スピードの

場合は、２倍以上



自転車に関する交通ルール

自転車安全利用五則（2007年7月～）
1.自転車は、車道が原則、歩道は例外
（13歳以下、70歳以上は例外）

2.車道は左側を通行
3.歩道は歩行者優先で、車道寄りを徐行
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3.歩道は歩行者優先で、車道寄りを徐行
4.安全ルールを守る
飲酒運転・二人乗り・並進の禁止
夜間はライトを点灯
交差点での信号遵守と一時停止・安全確認

5.子供はヘルメットを着用



自転車に関する交通ルールの改正

自転車の路側帯通行を道路左側に限定
これまで自転車は、歩道がない道路の左側にある
路側帯と右側にある路側帯のどちらも通行可
⇒改正により、左側の路側帯のみ通行可

改正道路交通法が施行（2013年12月）
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⇒改正により、左側の路側帯のみ通行可

ブレーキ不良自転車に対する指導が強化
⇒適正なブレーキを備えていないため、危険と認められる
自転車が運転されているとき、警察官はその自転車を停
止させ、検査可。危険と認められた場合、ブレーキの整備
などの応急措置や、運転の中止を命じることが可。



プロドライバーの意識

・プロドライバーは

自転車運転者をどうみている？
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・タクシー運転手の「対自転車」ヒヤリハット

・「対自転車」ヒヤリハットのパターン



プロドライバーは、
自転車運転者をどう見ている？

自転車は

一時停止や確認をしないで飛び出す

斜めによこぎって横断する
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斜めによこぎって横断する

無灯火で走る

猛スピードで飛び出す

急な方向転換をする

「運転者から見て予測のしにくい挙動」



タクシー運転手の
「対自転車」ヒヤリハット
「タクシーと二輪車が関わる交通事故防止に向けたヒヤリ･ハット調査」

鈴木一弥（労働科学研究所）ら 2009年日本人間工学会

・二輪車が関わるヒヤリ・ハットの経験は約5割
・もっとも多い状況は

©F.Mastdua The Institute for Science of Labour 2014/03/18 中部運輸局 自動車事故防止セミナー 9

・もっとも多い状況は

「信号のない交差点での出合い頭」

・事故を回避できた理由は

「自分の速度が遅かったから」

「危ない場所と思っていたから」 など



「対自転車」ヒヤリハットのパターン
①信号のない交差点での出会い頭

②自転車の車道への飛び出しや走向場所

（歩道-車道）の変更
③交差点での自転車の信号無視

④信号交差点の右左折時の自転車を見落とし
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④信号交差点の右左折時の自転車を見落とし

⑤交差点左折時の巻き込み

⑥交差点車道内での自転車の危険な挙動

⑦併走していた自転車の急な横切り

⑧自転車のはみだし

⑨ドア開閉・乗客乗降関連



信号のない交差点での出会い頭 事故の例１

環境
・信号のない交差点、T字路
・見通しが悪い場所
・カーブになっている
・暗い場所

自転車の挙動
「一時不停止」
「減速しない」
「無灯火」
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タクシー自身の挙動
約70％が空車（全体比率
とほぼ同じ）

事故回避できた理由

「危ない場所と思ってい
た」、「自車の速度」



タクシー自身の挙動
40％が「急ぎ運転」と関連
「見落とした」
「車だけ注意していた」
約70％が空車（全体比率とほぼ同
じ）

事故回避できた理由：「危険な場所

自転車の挙動
「無灯火」
「二人乗り」
「猛スピード」
「逆走」
など

信号のない交差点での出会い頭 事故の例２
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事故回避できた理由：「危険な場所
と思っていた」が突出。

環境
・建物、塀による死角
・見通しが悪い
・ミラーがない
・ミラーはあるが間に合
わない、うつらない
・暗い



自転車運転者の意識

・よく見かける自転車のルール・マナー違反

・自転車運転者は、どのくらい交通ルールを
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・自転車運転者は、どのくらい交通ルールを

知っている？

・事故の例をもう一度

（自転車運転者の意識）



よく見かける
自転車のルール・マナー違反
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よく見かける
自転車のルール・マナー違反
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自転車運転者は
どのくらい交通ルールを知っている？

８割以上が「知っている」ルール・マナー
「自転車交通の総合的な安全性向上策に関する調査」 2011年3月 内閣府

・夜間、無灯火で自転車に乗ってはいけない
・２人乗り（６歳未満の幼児を同乗させる場合を除く）を
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・２人乗り（６歳未満の幼児を同乗させる場合を除く）を
してはいけない
・車道を通行する際には左側に寄って
通行しなければならない
・飲酒をした時には自転車を運転してはならない
・傘を差しながら自転車を運転してはならない
・携帯電話を使用しながら運転してはならない



およそ４割が「知らない」ルール

・「併進可」の標識のない場所で自転車で横に
並んで通行してはいけない
・原則として、「自転車歩道通行可」の標識のない
歩道を通行してはいけない
・歩道を通行する際は歩行者の通行を優先し、
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・歩道を通行する際は歩行者の通行を優先し、
歩行者によけてもらうためにベル（警報機）を
鳴らしてはいけない
・交差点の手前に「交差点進入禁止」の標識が
ある場合、歩道に乗り上げ、自転車横断帯を
通って交差点を横断しなければならない



事故の例をもう一度・・・事故の例１

環境
・信号のない交差点、T字路
・見通しが悪い場所
・カーブになっている
・暗い場所

自転車の挙動
「一時不停止」
「減速しない」
「無灯火」 （参考）自転車利用車の調査（主に一般乗

用車に関する事例）
「そろそろ出てもブレーキをかけられる」

「（乗用車が）猛スピードで来てブレーキをか
けられる」
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タクシー自身の挙動
約70％が空車（全体比率
とほぼ同じ）

事故回避できた理由

「危ない場所と思ってい
た」、「自車の速度」

けられる」

「一時停止を忘れた」

「指示器の意味を間違えた（もっと先の交差
点のための指示だった）」
など



タクシー自身の挙動
40％が「急ぎ運転」と関連
「見落とした」
「車だけ注意していた」
約70％が空車（全体比率とほぼ同
じ）

事故回避できた理由：「危険な場所

自転車の挙動
「無灯火」
「二人乗り」
「猛スピード」
「逆走」
など

（参考）自転車利用車の調査
（主に一般乗用車に関する事例）

事故の例をもう一度・・・事故の例２
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事故回避できた理由：「危険な場所
と思っていた」が突出（22例）。

環境
・建物、塀による死角
・見通しが悪い
・ミラーがない
・ミラーはあるが間に合
わない、うつらない
・暗い

（主に一般乗用車に関する事例）
「自動車の飛び出し」
「一時不停止」
「歩道の手前で止まらない」
「減速なし」「指示器なし」
「運転手はこちらを見ていたのに…」 など
スタンドや駐車場から出るときの例もあり



人は危ないことをなぜ行うのか？

・リスクの感受性と敢行性
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・リスク・テイキングの発生



リスクの感受性と敢行性

危険気づき度
やっちゃう度
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リスクを知覚した上で、あえて行動する
こと・・・「危険敢行」（リスク・テイキング）

リスクを感知し、リスクの大きさを評価する
こと・・・「危険知覚」「危険認知」



リスクを知覚した上で、あえて行動するこ
と・・・「危険敢行」（リスク・テイキング）

リスクを感知し、リスクの大きさを評価する
こと・・・「危険知覚」「危険認知」
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例）自転車運転中のリスク・テイキング

・傘差し運転
・携帯やスマフォを見ながらの走行
・音楽を聴きながらの走行

など



リスク・テイキングの発生

・リスクが無視できるほど小さいと
判断したとき
・成功したときのメリットがリスクに
見合うだけの大きさと判断したとき

リスク・テイキング行動をして、
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「次もうまくいくだろう」という思い込み
→リスク・テイキングを反復する
→事故を起こす確率の上昇に気付かない

リスク・テイキング行動をして、

事故にならなかったときの思考



リスク・テイキング行動を、わざと
（意図的に）行う場合もある？

危険なことを面白く、格好よく感じる
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危険なことを面白く、格好よく感じる
・・・「危険の効用」
ストレスの発散、攻撃本能の
満足、仲間への格好つけ、
気分の高揚、現実逃避など



人の注意力とはどのようなもの？

・不注意とは？

・ものを見るしくみ

©F.Mastdua The Institute for Science of Labour 2014/03/18 中部運輸局 自動車事故防止セミナー 25

・ものを見るしくみ

・注意力のもつ４つの性質

・安心と安全の恒常性



不注意とは？
労働災害を心理学の立場から研究した狩野広之

「多くの場合、不注意は、人間が故意に不注意になるのでな
くて自然法則的に不注意という現象がおこると考えるべきで
ある。何人も、故意に怪我をするものはないだろう。人間が
意識して不注意になるということは、原理的にできないこと
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意識して不注意になるということは、原理的にできないこと
がらである。したがつて不注意は原因ではなくて、むしろ結
果であり、そういう不注意の発生する条件の方の研究や排
除ということを考えないで、“注意によつて災害を防止する”
という考え方は、いかにも非科学的な精神主義的な安全管
理だと言わざるを得ない 」（原文ママ）



見ていることと、見えていることは別

見ていても（目の網膜に写っていても）、見えて
いるわけではない（脳にみているものが焼き
付かないことがある）。
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見ようと意識しないと、見えないことはよくある。

・・・このことを漫然運転と称しているが、正確とは
いえない。



多点同時確認、刻々変化

前方車両

前方歩行者

前方標識
信号

前方標識
信号

直
接
目
視

ミ
ラ
ー
確
認

前方歩行者
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左側横、後方
バイク、自転車

右側後方車両左側降車、乗車
乗客

後方、
車内乗客

直
接
目
視確

認
運転者の目



ものを見る仕組み

中心視：狭い範囲で焦点を合わせる

周辺視：視力はないが、動いているものに
反応する
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反応する

飛越運動（サッケード）
早い動きで、見る対象に目は向き、
瞬時に焦点を合わせる



右折時の対向直進車との事例
い
わ
ゆ
る

サ
ン
キ
ュ
ー
事
故
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事
故

対向車に注意が向いてい
るので、右側横断歩道の
歩行者に目が届きにくい



注意力の４つの性質

・変動性－注意にはリズムがある

・方向性－注意の眼にも視線がある
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・方向性－注意の眼にも視線がある

・選択性－頭の中にはフィルターがある

・情報性－人間にとってのテレビと
蝿にとってのテレビ



安心と安全の恒常性（ホメオスタシス）

リスクホメオスタシス理論（Risk homeostasis theory）
…カナダの心理学者、Gerald J.S. Wildeが提唱（１９８２）

「人間は個々にリスクの目標水準（Target Risk）を
持っており、道具や環境が安全になっても、その
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＜例＞独国・ミュンヘンのタクシー調査
ABS（Antilock Braking System）搭載車と非搭載車
の事故発生率に差が見られなかった…

持っており、道具や環境が安全になっても、その
リスク水準を維持するように行動する」



リスクホメオスタシス

新しい安全技術による
リスク減少の見込み

安全技術の導入による
安心が油断を生み、
結果的にリスク行動の
割合が高まってしまう…
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従来のリスク割合 期待される減少
リスク割合

予期せぬ
リスク割合

減少する？ 現状維持、
または増大！



リスクホメオスタシスへの反論

…オーストリアの心理学者、Ｄ．クレベルスベルグ

「人間の持っているリスク水準は、訓練や教育に
よって良い方向へ向けられる（から、必ずしもリスク
水準が維持されるとは限らない）」
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逆に読み取ると、
「訓練や教育によって良い方向付けの努力が
なされないと（やはり）リスク行動は減らない」

…依然、ホメオスタシスは有効

水準が維持されるとは限らない）」



自転車運転者の声
安全な利用のためにドライバーに、望むこと

・クルマは、歩行者に対するのと同様に自転車を
優先して通行して欲しい（３割）
・クルマは、自転車を追い抜く際には十分な

「自転車交通の総合的な安全性向上策に関する調査」 2011年3月 内閣府
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間隔を確保して通行して欲しい（５割）
・クルマは、交差点では歩行者だけでなく
自転車にも注意して、すぐに止まれる速度で
通行して欲しい（5割）
・クルマの利用者は自転車の安全な通行を
妨げる路上駐車をしないようにして欲しい（６割）



・地域情報の共有
例）最近、交通の状況が変わった場所はないか？
（スーパーや学校ができると、状況が変化！）

・ドライブレコーダの普及とそれを利用した教育

プラスα 事業所として「自転車」にどう対応？
例えば・・・

参考：自動車運送事業に係る交通事故要因分析（2009年3月 国土交通省）調査資料
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・ドライブレコーダの普及とそれを利用した教育
ヒヤリ・ハット情報の共有
（実際の映像には説得力がある）
・事故の直前の状況だけでなく、ドライバーの状態
（急ぎ運転をする背景や傾向など）との関連で
ヒヤリ・ハット情報が得られるような、ドラレコと
デジタコを利用した管理の方法の検討


